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は じ め に

カ ン キ ツ に 寄生す る フ シ ダニ類で 日 本 に 発生が認め ら
れ て い る の は ， ミ カ ン サ ビ ダ ニ (Aculops ρelekassi・)

( 口 絵 写 真 ①) と リ ュ ウ キ ュ ウ ミ カ ン サ ビ ダ ニ

(Phyllocoptruta citri) の 2 種 で あ る 。 両種 と も フ シ ダ

ニ 科 に 属 し ， 前者 は本州、1 ， 四 国， 九州| に 分布す る が， 後

者 は 鹿 児 島 県 南部 と 沖 縄 県 で し か 発 見 さ れ て い な い

(HUANG， 1971 ; 上遠野 ・ 上原， 1993 ; 上遠野， 1996) 。
ミ カ ン サ ビ ダニ は他の フ シ ダニ 類 と 同様 に 狭食性で，

ミ カ ン 科の カ ン キ ツ 属 と カ ラ タ チ属 に し か寄生 し な い。
寄生密度が高 い と ， 葉裏 に 黒褐色班が生 じ ， 新薬 では変

形す る も の も あ る 。 果実 は収穫期 に 黒褐色 を 帯びた ， い
わ ゆ る サ ピ果 と な り ( 口 絵写真②) ， 商品価値 を 著 し く
損 な う 。 本種 は こ れ ま で黒点病の 防除薬剤で あ る マ ン ゼ

プ， マ ン ネ プな ど の ジチオ カ ーパ メ ー ト 系殺菌剤や殺 ダ

ニ 剤の散布 に よ っ て 同時防除 さ れて い た た め ， 問題 と な

る こ と が少 な か っ た 。 し か し ， 1990 年 前 後 か ら ， ジチ
オ カ ーパ メ ー ト 剤 に 対す る 抵抗性個体群が出現 し， 現在
で は カ ン キ ツ 産地の ほ と ん ど で感受性の低下が認 め ら れ
て い る (萩原， 1991 ; 田 中， 1992 ; 渠 ら ， 1997 な ど) 。

ま た ， ミ カ ン ハ ダニ の抵抗性発達 に よ っ て ， サ ピ ダニ に

も 効果があ る 殺 ダニ剤の使用 回数が減少 し て い る 。 こ の
た め ， ミ カ ン サ ピ ダニ は全国 的 に 多発傾向 に あ り ， 防除

体系 の見直 し が必要 と な っ て い る 。
ミ カ ン サ ビ ダ ニ の 発育， 発生消長や予察 と 防除 に つ い

て は 関 ( 1 979) に よ る 詳細 な研究が あ る 。 し か し ， 本種
の体サ イ ズ が微小 で あ る こ と や ， 防除上問題 と な る こ と
が少 な か っ た た め か， 本種 に 関す る 報告 は 少 な し 不明

な点 も 多 い 。 こ こ で は ， ミ カ ン サ ビ タ9ニ と ， 日 本 に は分

布 し な い が， カ ン キ ツ 加害性 フ シ ダニ と し て世界的 に 重
要視 さ れて い る PhyUocoptruta oleivora の生態 と 防除 に

関す る 知見 を紹介 し ， 参考 に 供 し た い。

Biology and Control of the Pink Citrus Rust Mite. Aculop.'、

pelekassi. by Wataru ASI I I IIARA 
( キ ー ワ ー ド : ミ カ ン サ ビ ダ ニ ， 生 態， 被 害， 薬 剤l抵抗性， 防

除)

原
わたる
冨

I 加 害 と 被 害

フ シ ダニ は 顎体部 に あ る 口 針 を 植物組織 に 挿入 し ， 吸
汁 す る 。 ミ カ ン サ ビ ダ ニ ( 高 木， 1981) ， P. oleivora 

(MじCOY and ALBlW;O， 1975) や Aculus ligustri (HISLOI' 

and ]EI' I'SON ，  1976) は ， 口 吻 の 先端 を 植物体の 表面 に 押

し つ け， こ こ か ら 突 き だ し た 口 針 を 表皮 に 刺 し 込 む 。 高
木 ( 1981 ) に よ れ ば， ミ カ ン サ ビ ダニ が福原 オ レ ン ジ の

果実 を加害す る と ， 果皮 に 直径 l μm の 挿入孔 を 無 数 に

形 成 す る 。 挿入 孔 は 1 表 皮 細 胞 ( 1 0 μ m X 7 μ m) 当 た

り 20 個以上 に お よ ぶ場合 も 見 ら れ る 。 口 針挿 入 の 深 さ

は 20 μm で， 表皮細胞 に 限定 さ れ ず， 少 な く と も そ の

下 2�3 層 の 細 胞 に 達 し て い る と 推 定 さ れ る 。 P.

oleivora で は こ の挿入部 の 長 さ が約 7 μm で あ る 。 オ レ

ン ジ ( パ レ ン シ ア と ハ ム リ ン ) 果 実 の 表皮細胞の 厚 さ が
6�12 μm な の で， こ の サ ビ ダ ニ は 果 面 の 第 1 層 に 位置

す る 細胞 し か ( ま れ に 2 層 も ) 加害で き な い と 考 え ら れ

て い る 。 加害 さ れ た 細胞 で は エチ レ ン の放出量増加 と リ

グ ニ ン の 生成 が 認 め ら れ， や が て 褐色 を 呈 し 壊死 す る

(McCoy and ALllIm;o， 1975) 。 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン果 実 に 対

す る ミ カ ン サ ピ ダニ の加害の 影響 を 時期別 に 見 る と ， 表

皮細胞の 分裂が盛 ん な 8�9 月 の加害 で は カ ル ス 形成果，
1O� 1 l 月 は 黒変果， こ れ ら の 中 間 の 9 月 に は 油胞 部 を

中 心 に カ /レ ス 形成や黒変す る 果実が多 い (加藤， 1977) 

( 図 - 1 ) 。 被害が進行す る と ， 果実 は 小型 か つ腰高で， 貯
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図 ー 1 ミ カ ン サ ピ ダニ の加害時期 に よ る ミ カ ン果菌の特

徴の変化 (加藤， 1977) 

一一一 25



368 材l 物 |切 佼 第55 巻 第 8 サ (2001 年)

蔵位 が劣 る と と も に ， 制 皮 し に く く な る 。 私If -&，id が 多
く ， 酸 の 抜 け が 遅 く な る 傾 向 も 認 め ら れ る ( 加 藤，
1977 ; 関， 1 977 : 東野 ら ， 1978) 。 ま た， P. olei UOTa に
加害さ れたパ レ ン シ ア オ レ ン ジ の 果 汁 は プ レ ー パー が失
わ れ る と と も に ， エ チ ル ア ノレ コ ー ル と ア セ 卜 ア ル デ ヒ ド
含量が増加す る (McCO\ et al . ，  1 976) 。

E 発 生 生 態

フ シ タ守ニ は�Ij→第 l 若虫→第 2 �寺虫→成!1; のIIIT� i に 発育
す る が， 近年， 鋭 l 若虫 を幼虫， 第 2 若EE ; を計虫 と す る
報告 も あ る ( LI州11l1ST， 1996 参照) 。 ミ カ ン サ ビ ダ ニ は
雌 し か い な い と 考え ら れ て い たが ( HUANC， 1 97 1 ) ， 走査
電顕に よ る 精包の発見や ( 高木， 1 98 1 )  ( I�ト2) ， 外部生
殖器の 観察 に よ り， 雄 も 存在す る こ と が明 ら か に な っ て
い る ( 上遠野 ・ 芦原， 1 993) 。 こ の性比 は 雌 に 著 し く か
た よ っ て い る が， 季節変動があ る よ う で， 秋山 に は雌が
約 80 % で あ っ た も の が， 越 冬 期 に は 1 00% に な る (芦
原， 未発表) 0 25'C に お け る ミ カ ン サ ビ ダニ の卵， 若虫，
産 卵 前 期 間 は そ れ ぞ れ 5， 3， 2 rl で， 若 虫 WJ l t\1 ( ふ 化
~成虫) は ハ ダニ の約半分で あ る 。 ] 世代 (卵~卵) の
所要 日 数 は， 発育速 度 を Y ， 温度 を T と す る と ， Y =  
0 _  007 T-O _ 0783 の |剥 係 式 か ら 求 め ら れ る 。 J必 1; の 産卵
期間 と 生存期間 は そ れ ぞれ 1 0 _ 5 r l と 1 4 1 1 で， l ú til 当た
り産卵数 は 22 で あ る ( 関 ， 1979) 。 内 的 自 然別加率 は 算
出 さ れて お ら ず， 産卵数 は ハ ダ ニ の 1 /2 以下であ る が，
発育期聞が短 く ， 性比が雌 に かた よ っ て い る ため， !国殖
率 は ハ ダニ に 劣 ら な い と 推定さ れ る 。

芽 の 鱗 片 内 で成虫が越冬す る 。 1 2 月 に 採 集 し た雌成
虫 を 25'C長 1 1 条件下 に 置 い て も し ば ら く は 産 卵 が認め
ら れ な い こ と か ら (芦原， 未 発表) ， 冬期 に 休眠 す る 可
能性 も 考え ら れ る が， 明 ら か で は な し '0 4 月 に な る と 新
薬 に 移動 し ， Q(�I、J -9- る 。 以後葉で附加 し 6 月 下旬�8 月
下旬 に ピ ー ク に 達 す る 。 果実への移動 は 6 月 下旬 か ら 認

図 - 2 ミ カン リ ピ ダニの約包

め ら れ ， 7 月 下旬�8 月 下旬 に 寄生密度 が 高 く な る 。 1 0
月 に 入 り 低温が続 く と ， 梨i慢]や� の鱗j 十 に 移動 し 始 め ，
l最終的 に は芽の鱗片 内 で越冬す る 。 こ の よ う な 発生経過
は 年次， 1主1 ， 前年度 の 発生状況 に よ っ て � I� な る 。 気渦の
);��!.�;�が最 も 大 き い よ う で， 春WI の 日渦 は そ の年 の 多発要
因 と な り， 秋 に な っ て も 高潟条件が続 く 場合 に は 果 実 で
の桝殖が持続 し ， 大 被筈 を こ う む る こ と が あ る (閑，
1 979) 。

回 天 敵

フ シ ダニ類の天敵と し て ， タ マ パ エ ， テ ン ト ウ ム シ ，
ア ザ ミ ウ マ 類等 の 捕食性昆虫， カ ブ リ ダニ ， ナ ガ ヒ シ ダ
ニ， コ ハ リ ダニ類等 の捕食性 ダニ や病原糸状菌が知 ら れ
て い る (上遠野， 1 996 参照) 。 こ の う ち ， 捕食性 昆 虫 は
プ シ ダニ だ け で は憎殖で き な い も の が ほ と ん ど で， 天敵
と し て の 役割 は 低い と 考え ら れ て い る 。 天 敵類 の な か
で， フ シ ダニ の密度制御要因 と し て 虫要視 さ れ て い る の
は ， カ ブ リ ダ ニ と ナ ガ ヒ シ ダ ニ ;kí'i で あ る 。 特 に A mb.
fyseills 凪 と TyjJ/!fodr0111I1S 屈 の カ プ リ ダ ニ で は フ シ ダ
ニ を官II と し て増殖で き る も の が 多 い 。 我が国で も モ モ サ
ビ ニ の天敵と し て ニ セ ラ ー ゴ カ プ リ ダニ と コ ウ ズ ケ カ プ
リ ダニ が重 要 な 役\IIIJ を 梨た し て い る こ と が明 ら か に さ れ
て い る りくり川}り ancl J-J I 代川l八 ! 日1 ， 1 999) 0 し カ3 し ， ミ カ ン
サ ビ ダニ や P. oleiuora で は ， こ の よ う な 捕食性 カ ブ リ
ダニ はi認め ら れ て い な い。 筆者ー も ニ セ ラ ー ゴ ガ，プ リ ダニ
に ミ カ ン サ ヒ守 タ守ニ を与え， 飼育 を 試みたが， 捕食や産。I'J
は 全 く 認め ら れ な か っ た。 ナ ガ ヒ シ タ会 ニ 類 の Agislemlls
ßoridal1 lls に P. ofeiuom を 自! と し て 与 えた場合 ， そ の
発有率やJI;l'I殖率 は ハ タ*ニ を捕食 し た と き と 同 等 で、 あ る こ
と がIYJ ら か に な っ て い る ( MlI\li\ ancl SEI . I I日 1 1- ， 1 97 1 )  0 1-1 
本 に も 分布す る コ ブモ チ ナ ガ ヒ シ ダニ に ミ カ ン サ ビ ダニ
を 与 える と ， 直 ら に こ れ を捕食 . i2ffJJl'J し ， ふ化幼虫 は サ
ピ ダニ を捕食 し て 成虫 に 発育 す る (芦原， 未 発表) 。 こ
の ブ ガ ヒ シ ダニ は カ ン キ ツ と |釣風樹の イ ヌ マ キに生息 し
て お り (;) 1 上 ら ， 1991 ) ， サ ビ ダ ニ の 発生 に 何 ら か の 影
伴 を与えて い る 忠わ れ る 。 ただ， ナ ガ ヒ シ ダニ 類 は カ プ
リ ダニ 9Ji に 比 べ て Jílì食�!Jょが少な く ( ìV! l I\ I '\ and SEI . I I日 1 1-: ，
1 97 1 ; ìV!CCOI ， 1 977 ; T I I IST I .I 山 川 ) ancl EI.I 、 l川， 1 992) ， 殺
虫剤 や殺菌剤 に 感受性が高 い ため ， 天敵 と し て の効裂が
不十分な紗IJが多い。

フ シ グニ に 病原糸状菌が寄生す る こ と は 1 910 年代 か
ら ま1 1 ら れ て お り YOIITEI桁 ancl ìV!N;川 ( 1 930) は フ ロ リ
ダで， 雨季に 入 っ て 問 も な い 頃の グ レ ー プ フ ル ー ツ に l
梨 当 た り 50 万jl占|体以上寄生 し て い た P. ofeiuora 似体鮮
が ま た た く 間 に 消 滅 し ， こ れが糸状i込i の 符生 に よ る こ と
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を 報 告 し て い る 。 こ の 糸 状 菌 Hirsutella thompsonii 

(FI日I I EI< ， 1950) は ， 高温 ・ 高湿でサ ビ ダニ の 密度 が高 い

と き に 増 殖 し ， 密 度 抑 制 効 果 を 示 す (MUMA， 1955 ; 

MじO)y， 1981) 0 H. thompsonii の 菌A糸体の懸濁液や分生

子 を 製剤化 し た Mycar™ 水和剤 を 散布 し た と こ ろ ， 高

湿期で は 高 い 防除効果 を 示 し た が， 雨 の 少 な い 時期 で は

効果が劣 っ た (MじCOY e t  a l . ，  1 9 7 1  ; M心OY and COlJじ 1 1 ，

1982) 0 MYCAR は貯蔵や輸送， 散布後の効果 の 持続性 な

ど の 問 題 が あ り ， 現 在 で は 製 造 中 止 と な っ て い る

(MじCOY， 1996) 0 

IV 薬剤抵抗性 と 防除

ミ カ ン サ ビ ダニ は へ キ シ チ ア ゾ ク ス ， ブ ェ ノ チ オ カ ル

フ\ フ ェ ン プ ロ パ ト リ ン を 除 く ほ と ん ど の 殺 ダ ニ 剤 や

(図-3) ， ハ ダニ に 効果が認め ら れ る 数種有機 り ん剤， 並

びに マ シ ン 油乳剤 に 感受性が高 く ， ハ ダニ と ほ ぼ似た感

受性ス ペ ク ト ラ ム を 示す。 ハ ダニ に 効果 は な い が， 殺サ
ビ ダニ作用が認 め ら れ る の は， 石灰硫黄合剤， 硫黄水和
剤， ジ チ オ カ ー パ メ ー ト 剤 で あ る (関， 1979 : CI I I I.IJEI�日

et al . ，  1996 : 渠 ら ， 1997) 。 ま た ， DMTP や 数 種合成
ピ レ ス ロ イ ド 剤 は サ ビ ダニ類の発生 を促す傾向 が認め ら
れ る (McCoy ， 1977 ; CI I I I.IlERS et al . ，  1996) 。 こ の よ う な
感受性の特徴 に よ り ， ミ カ ン サ ビ ダニ に 対 し て は ， ジ チ
オ カ ーパ メ ー ト 剤 に よ る 黒点病や殺ダニ剤 に よ る ハ タ。ニ

と の 同時防除が行わ れ， サ ビ ダニ だ け を対象 と し た 防除

は ほ と ん ど行 わ れ な か っ た 。 先 に 述べた よ う に ， ジ チ オ

カ ーパ メ ー ト 剤 に抵抗性の個体群が全国 的 に 出現 し て お
り ， 産地 に よ っ て は LCso 値 が 実 用 濃度 の 5�15 倍 に 達

す る 個体群が認 め ら れ て い る ( 渠 ら ， 1997) 。 サ ビ ダニ
の 発生が問題 に な っ た の は， こ れ ら 殺菌 剤 に 対す る サ ビ
ダニ の 抵抗性発達 と ， サ ビ ダ ニ に 遼効 を 示 す ピ リ ダベ
ン， フ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト な ど の殺 ダニ剤が ミ カ ン ハ ダ

ピリ ダベ ン

フェンピロキ ン メ ー ト

テプフ ェンピラ トー

BPPS 

酸化フ ェ ン プ タ ス ズ

ピリ ミジフェ ン

ケルセ ン

ア ミ トラ ズ

マ シ ンilß乳斉IJ

。 50 

殺成虫率 (% )
図 - 3 ミ カ ン サ ピ ダニ に 効果が認め ら れ る 数種殺 ダニ剤の殺成虫率 と 殺卵率 ( 渠 ら ， 1997 か ら 抜粋)

50 

殺卵率 (%)

ニ の 薬剤抵抗性発達 に よ っ て ほ と ん ど使用 さ れ な く な っ

た こ と に よ る 。 ま た ， 近年登録 さ れ た 殺 ダ ニ 剤 の な か に

は， 高密度 に 発生 し た サ ビ タ命ニ に対す る 防除効果が不安

定 な も の が あ り ， 多 発 の 一 因 に な っ て い る と 考 え ら れ

る 。

本種の新た な 防除体系確立の た め ， 各種薬剤 に対す る

感受性の再検討が行 わ れ て い る 。 そ の 結果， 殺 ダニ 専用
剤の ピ リ ダベ ン ， ブ ェ ン ピ ロ キ シ メ ー ト ， テ ブ フ ェ ン ピ

ラ ド が卓効 を 示 し ， BPPS， 酸化 フ ェ ン プ タ ス ズ， ピ リ

ミ ジ フ ェ ン， ケ ル セ ン ， ア ミ ト ラ ズ も 高 い 殺虫効果が認

め ら れ る 。 フ ル ア ジ ナ ム ， ク ロ ル ピ リ フ ォ ス ， ク ロ ル フ

ェ ナ ピ ル， マ シ ン 油 乳 剤 の よ う な 殺菌剤や殺虫剤 も 効果

が あ り ， 同時防除剤 と し て 利 用 で き る ( 渠 ら ， 1 997 : 田

中， 1999) 。 注意す べ き は マ シ ン 油 乳剤 の 利 用 法 で， 酸

化 フ ェ ン プ タ ス ズ や ピ リ ダべ ン と 混用散布す る と フ シ ダ

ニ に 対す る 防除効果が低下す る こ と が明 ら か に な っ て い

る (01 1 1川I�S and SELl I IME， 1 983 ; 衛藤， 私信) 。

お わ り に

ミ カ ン サ ビ ダニ は発育期 聞 が短 く ， 油 断 し て い る と 短

期間で増殖 し ， 思わ ぬ被害 を こ う む る こ と が あ る 。 果実

への加害 は 直 ち に商品価値 の 低下 を 招 く の で， 的確 な 予
察法の 開発が望 ま れて い る 。 し か し ， 体が小 さ く 肉眼 で

発見す る の が困難 な た め ， カ ン キ ツ の葉 や 果 実 の 洗浄法

の よ う な個体数把握法 し か な い。 よ り 簡便 な 予察法の 開
発が望 ま れ る が， 現時点 で は サ ビ ダ ニ の 薬剤感受性検定

( 田 中， 1999) や 園 場 で の 防除効果試験 に よ る ， 農薬 の

散布回数 を 最小限 に と ど め た 防除体系 の 開発が急務で あ

る 。

ミ カ ン ハ ダニ は ， 5 年 ほ ど薬剤散布 を 停止す る と 天敵
相が豊富 に な り ， 発生議が著 し く 減少 す る の に対 し ， サ
ビ タキニ は 減農薬や無農薬栽培で多発す る 傾向 が あ る 。 こ
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の こ と か ら ， ミ カ ン サ ビ ダニ に は有力 な 天敵 は い な い と
考 え ら れて い る 。 し か し ， 捕食性天敵類 に 悪影響が あ る

DMTP， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤 や 数種殺菌剤 を 散布 し た

と き に ， サ ピ ダ ニ の 密 度 増 加 が認 め ら れ る こ と か ら
(C! I lLDERS et al . ， 1996 ; 芦原， 未発表) ， 天敵類がサ ピ ダ

ニ の 発生 に 何 ら か の 影響 を 与 え て い る 可能性が あ る 。 ミ

カ ン サ ビ ダニ の 天敵相 と そ の 役割 に つ い て は不明な点が

多 く ， 新 た な 防除体系構築 の た め再検討の必要があ る 。
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分の性状 は 表一2 の と お り で あ る 。
構造式
適用作物 ・ 使用 目 的及 び使用 方法 (表 3)

1 ) 本剤 は ， ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ の雄成虫 を誘引 し て ，
本剤 と 併用 す る ト ラ ッ プ に よ り 雄成虫 を 捕獲 し ， 次
世代 の ア メ リ カ シ ロ ヒ ト リ 幼虫の被害 を 低減 さ せ る
こ と を 目 的 と し て い る 。

2) 本剤 は， フ ェ ロ モ ン を 利 用 し た も の で， ア メ リ カ シ
ロ ヒ ト リ 雄成虫の誘引 を 目 的 と し て お り ， 直接致死
さ せ る こ と を 目 的 と し た も の で は な い。 こ の た め本
剤使用 中 に 幼虫が大量発生 し た 場 合 に は ， 薬 剤 散
布 ・ 輿定 な ど の 有効 な 防除手段 を 併用 し て講ず る こ
と 。
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を使用 す る 。 最大の効果 を 得 る た め に は ア メ リ カ シ
ロ ヒ ト リ の 第 1 回成虫 (越冬世代) の 発生前 か ら 施
用 を 開始 し， 発生終了 ま での全世代 に 対 し て誘引捕
獲 を 行 う こ と が望 ま し い 。 た だ し ， 本 剤 の 有効期間
は常温で約 3 か 月 であ り ， 高温 ・ 乾燥 ・ 多雨 ・ 日 光
照射な ど の気象条件 に よ り 誘引効果 を 示す期聞が短
縮 さ れ る 場合が あ る の で， 適宜新 し い製剤 と 交換す
る こ と 。

4) 本剤 は使用直前 に 開封 し ， 併用 す る ト ラ ッ プ に貼付
し， 周 辺 の樹木 な ど に 地上 よ り 1�6 m の 高 さ に 吊
り 下 げ る 。 本剤 を 貼付 し た ト ラ ッ プの使用量 は街路
樹 な ど の よ う な 直線 的 に 施 用 す る 場合 は ， 40 m 当
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